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建
設
の
歩
み
を
進
め
る

横
浜
市
が
現
在
西
区
掃
部
山
公
園

内
で
建
設
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

横
浜
能
楽
堂

（仮
称
）
は
、
そ
の
建

設
の
節
目
と
し
て
、
去
る
六
月
二
八

日
、
市
内
各
界
か
ら
の
臨
席
を
得
て
、

起
工
式
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
こ

当
日
は
、
梅
雨
の
合
間
の
好
天
に

め
ぐ
ま
れ
、
高
秀
横
浜
市
長
以
下
横

浜
市
関
係
者
、
工
事
関
係
者
の
ほ
か
、

市
会
、
能
楽
界
、
地
元
住
民
な
ど
参

加
者
二
百
人
に
及
ぶ
起
正
式
と
な
り

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
横
浜
能
楽
堂
（仮
称
）

建
設
構
想
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ

た
能
楽
各
流
の
皆
様
に
、
祝
言
小
謡

「
四
海
波
」
を
披
露

い
た
だ

い
た
後
、

市
長
を
始
め
各
界
代
表
八
名
に
よ
る

鍬
入
れ
が
執
り
行
わ
れ
、
能
楽
堂
完

成

へ
向
け
て
進
み
始
め
ま
し
た
り

今
後
、
能
楽
堂
の
工
事
は
、
本
年

度
内
は
主
に
基
礎
部
分
の
工
事
を
、

平
成
六
年
度
に
は
躯
体
の
ＩＥ
事
、
最

終
の
平
成
七
年
度
に
は
旧
染
井
能
舞

台
の
復
原
を
始
め
、
内
装
仕
上
げ
、
設

備
工
事
を
行
い
、
平
成
八
年
三
月
の

竣
工

へ
向
け
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

横
浜
能
楽
堂

（仮
称
）
の
最
大
の

特
徴
は
、
御
承
知
の
と
お
り
、
明
治

八
年
創
建
の
曲
緒
あ
る
旧
染
井
能
舞

台
を
復
原
活
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
Ｅ
こ
の
舞
台
を
中
心
に
、
四
人

六
席
の
見
所
を
持

つ
、
落
ち
着

い
た

雰
囲
気
で
格
調
の
高

い
能
楽
堂
の
完

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
に
楽
屋
、
倍
じ
室
、
装
東

の
間
等
の
能
公
演
に
必
要
な
諸
室
を

備
え
、
三
階
に
は
研
修
室
、
無
料
公

開
の
能
楽
資
料
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
、

喫
茶
室
、
地
下

一
階
に
は
本
舞
台
と

同
規
模
の
広
さ
を
も

っ
た
練
習
舞
台

等
を
配
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
議

・
仕
舞
の
練
召
や
発
表

の
場
と
し
て
気
軽
に
御
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

完
成
後
の
能
楽
堂
で
は
、
能
楽
各

流
派
の
出
演
に
よ
る
定
期
能
や
各
種

能
楽
公
演
の
開
催
、　
一
般
市
民
や
中

学

・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
能

・
狂

言
教
室
等
の
普
及
事
業
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

能
楽
堂
が
広
く
市
民
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
る
施
設
と
な
り
ま
す
よ
う
、

現
在
、
こ
れ
ら
の
企
画

・
運
営
の
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
引
き
続
き
、
暖
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
．

（横
浜
市
市
民
局
文
化
施
設
課
）

（写
真
説
明
）
各
流
の
先
生
方
に
よ

る

「高
砂
」。
起
工
式
会
場
に
て
。

五
流
大
会
は
盛
大
に

平
成
六
年
度
は

第

一
〇
回
大
会
を

第
九
回
五
流
合
同
横
浜
一諾
曲
大
会

は
、
平
成
五
年
二
月
三
十
日
日
午
前

十
時
三
〇
分
よ
り
、
久
良
岐
能
舞
台

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ｃ
各
流
ベ
ス

ト
メ
ン
バ
ー
を
揃
え
、
素
人
の
大
会

と
し
て
は
、
水
準
の
高
さ
を
誇
る
年

一
回
の
恒
例
の
行
事
で
あ
る
が
、
本

年
は
、
素
謡
八
番
、
連
吟
六
番
、
仕

舞
十

一
番
、
独
鼓
、
独
調
、　
一
調
各

一
番
と
い
う
、
ま
こ
と
に
も
り
沢
山

な
内
容
で
あ

っ
た
が
、
円
滑
に
進
行

さ
れ
、
出
演
者
共
、
二
〇
〇
余
名
の

参
加
が
得
ら
れ
盛
大
で
あ

っ
た
。

明
平
成
六
年
度
は
第

一
〇
回
記
念

大
会
に
な
る
が
、
二
月
二
十
九
日
咽

に
予
定
さ
れ
る
の
で
、
各
流
ふ
る

っ

て
の
御
参
加
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

ア一
。こ

の
大
会
は
、
会
場
の
制
限
と
、

時
間
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
連
盟
加

盟
の
グ
ル
ー
プ
の
み
の
出
演
と
な

っ

て
い
る
が
、
愛
好
者
の
方
々
の
積
極

的
な
参
加
、
観
覧
を
お
願
い
し
た
い
ぅ

横
浜
能
楽
連
盟
の

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

連
盟
会
費
は
、
個
人
と
団
体
法
人

の
二
種
類
で
す
。
個
人
の
申
し
込
み

は
自
由
ｃ
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派

へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

（個
人
）
入
会
金
千
円
、
年
会
費
千

１
。（団

体

・
法
人
）
入
会
金
二
千
円
、

年
会
費
二
千
円
。

＊
振
込
口
座

横
浜
信
用
金
庫
本
店

日
座
普
通
三
八
九
二
五

一

横
浜
能
楽
連
盟

市
庁
内
郵
便
局

振
替
口
座

横
浜

一
―
二
五
八
〇
四

横
浜
能
楽
連
盟

傘1澪
‐

～
1楽 1菫|||"1籍 褒■1事‐

題字

高秀秀信横浜市長

横浜能楽連盟

会報 No 6
平成 5年 11月 6日 発 41

横
浜
能
楽
堂

（仮
称
）

鰈司

`f」

ま

囃



1993年 11月 6日   第 6号 玄幽 (2)

観
世
元
昭
先
生
の

御
逝
去
を
悼
ん
で

観
世
流
師
範
　
伊
藤
　
文
治

七
月
二
十
七
日
、
第
十
二
回
横
浜

薪
能
は
、
二
千
人
の
観
衆
の
見
入
る

中
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

落
ち
ゆ
く
夕
陽
を
背
に
能

「胡
蝶
」

が
あ
で
や
か
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
そ

の
時
、
観
世
元
昭
先
生
は
入
院
中
の

病
院
で
、
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

元
昭
先
生
と
横
浜
と
は
非
常
に
御

縁
が
深
く
て
、
横
浜
能
に
は
第

一
回

か
ら
四
十
年
間
、
ま
た
横
浜
薪
能
に

も
毎
回
御
出
演
下
さ

っ
て
、
そ
の
芸

風
は
、
横
浜
の
愛
好
者
達
を
い
つ
も

い
つ
も
、
幽
玄
の
世
界

へ
と
誘

い
深

い
感
銘
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

更
に
横
浜
能
楽
堂
建
設
構
想
委
員
を

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
代
表
と
し

て
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ

い
て
お

り
ま
し
た
。

御
歳
も
末
だ
五
十
六
才
、
こ
れ
か

ら
益
々
芸
に
深
み
が
加
え
ら
れ
る
も

の
と
、
御
期
待
申
し
上
げ
て
お
り
ま

し
た
矢
先
、
本
当
に
残
念
に
思
い
ま

す
。
先
生
も
さ
ぞ
か
し
御
無
念
だ

っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

思
え
ば
、
先
生
の
御
人
徳
も
、
能

の
御
姿
も
、
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て

御
立
派
で
し
た
。　
一
見
、
豪
放
の
よ

う
で
も
そ
の
内
に
込
め
ら
れ
た
、
華

一麗
な
風
格
と
、
繊
細
な
味
わ
い
の
あ

る
御
舞
台
の
姿
が
偲
ば
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
国
内
の
み
な
ら
ず
、
メ
キ
シ

ヨ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
際
は
日
本
芸
能

紹
介
の
た
め
、
文
部
省
よ
り
派
遣
さ

れ
た
こ
と
を
初
め
、
韓
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
更
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
立

三
百
年
祭
等
々
、
外
国
で
の
御
公
演

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三

年
度
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
、
ま
た
能
楽
協
会
理
事
長
の
重

責
も
果
さ
れ
、
観
世
流
の
み
な
ら
ず

能
楽
界
を
代
表
す
る
方
で
あ
り
ま
し

た
。
先
代
御
宗
家
亡
き
後
は
、
観
世

流
理
事
長
の
要
職
に
も
お
つ
き
で
し

た
。然

し
、
も
う
あ
の
御
姿
に
も
、
朗

々
と
し
た
お
声
に
も
接
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。

「清
涼
院
昭
誉
無
畏
寿
雪
居
士
」

こ
の
雪
号
は
、
御
宗
家
以
外
の
観
世

流
能
楽
師
の
最
高
の
格
と
伺

っ
て
お

り
ま
す
。

残
さ
れ
た
私
達
は
、
今
迄
以
上
に

精
進
を
重
ね
、
御
恩
に
お
報

い
す
る

他
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

「能
の
ル
ー
ツ
」
を
考
え
る

横
浜
梅
若
連
合
会

笠
原
　
松
寿

私
が
謡
を
初
め
て
既
に
十
余
年
に

な
る
。
能
は
古
典
芸
能
と
し
て
は
古

い
方
で
あ
り
、
高
尚
で
奥
が
深
い
。

大
き
な
声
を
出
す
の
で
健
康
や
ス
ト

レ
ス
解
消
に
役
立

つ
が
、
生
来
私
は

音
痴
な
の
で
余
り
上
達
し
て
い
な
い
。

そ
の
為
で
は
な
い
が
私
は
前
々
か
ら

能
の
起
源
や
歴
史
に
興
味
を
も
ち
、

調
べ
て
い
る
が
中
々
面
白
い
。

観
阿
弥

・
世
阿
弥
が
世
に
で
た
１４

世
紀
以
降
は
文
献
も
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
の
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
能

の
大
成
者
、
世
阿
弥
が
著
わ
し
た
と

言
わ
れ
る
本
が
約
２０
冊
あ
る
が
、
そ

の
殆
ど
は
明
治
に
な

っ
て
か
ら
発
見

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
迄
は
こ

れ
ら
の
本
が
あ
る
こ
と
さ
え
解
ら
な

か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
阿

弥
が
す
べ
て
の
著
書
を
秘
伝
書
と
い

う
形
を
と
り
、
中
世
芸
道
の
特
長
と

し
て
後
継
者
に
だ
け
相
伝
す
る
こ
と

に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ご
承
知
の
方
も
多

い
と
思
う
が
、

「能
」
と
か

「能
楽
」
と
か
言
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
明
治
１４
年
以

降
で
、
そ
れ
ま
で
は

「申
楽
」
ま
た

は

「猿
楽
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。　
一

般
的
に
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
渡

つ

て
来
た

「散
楽
」
が
起
源
と

い
わ
れ

て
い
る
が
、
散
楽
は
手
品

・
曲
芸
の

類
で
あ
り
、
ま
た
Ｈ
世
紀
頃
の
猿
楽

も
風
刺
の
き

い
た
滑
稽

・
物
真
似
の

劇
の
様
な
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

現
在
我
々
が
観
て
い
る
能
と
は
似
て

も
似
つ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
猿
楽
は
、
神
仏
に
奉
納

す
る
猿
楽
と
大
衆
芸
能
と
し
て
の
猿

楽
と
が
あ

っ
た
が
、
観
阿
弥

・
世
阿

弥
は
上
流
社
会

へ
受
け
入
れ
ら
れ
る

様
な
芸
能
と
す
る
為
、
近
江
猿
楽
の

曲
舞
節
を
取
り
入
れ
た
り
、
無
駄
な

動
き
を
極
力
省
略
す
る
な
ど
の
工
夫

を
加
え
た
。
そ
し
て
文
中
元
年

「
一

三
八
四
年
」
京
都
今
熊
野
に
於
い
て

将
軍
義
満
の
御
前
能
を
実
現
す
る
。

Ｌ

そ
の
時
か
ら
猿
楽
は
今
ま
で
の
田
楽

に
と

っ
て
替
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

以
降
、
能
役
者
は
将
軍
家
や
諸
大
名

の
庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
猿

楽
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

能
の
ル
ー
ツ
、
現
代
ま
で
の
経
過

を
調
べ
、
古
人
の
苦
労
を
偲
ぶ
の
も

ま
た
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た

世
阿
弥
が
著
わ
し
た

「風
姿
花
伝
」

も
単
な
る
演
劇
論
で
は
な
く
、
今
の

我
々
の
人
生
論

・
処
世
論
と
し
て
も

大

い
に
役
立

つ
も
の
で
あ
る
。

肥
八
浦
』
と
称
名
寺

横
浜
金
剛
会

福
本
　
敏
子

去
る
八
月
、
久
良
岐
能
舞
台
に
て

『金
剛
流
謡
曲
と
仕
舞
の
集

い
』
が

催
さ
れ
、
そ
の
番
組
は
神
奈
川
を
中

心
に
関
東
地
方
に
ゆ
か
り
の
曲
で
編

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
を
聞
い
て

私
は
亡
き
主
人
が
横
浜
金
剛
会
十
周

年

（昭
和
五
十
年
）
の
記
念
行
事
に

『六
浦
』
と

『放
下
僧
』
の
古
跡
の

金
沢
八
景
に
足
を
運
び
小
冊
子
に
ま

と
め
た
の
を
思
い
出
し
、
探
し
出
し

て
懐
し
く
読
み
直
し
て
み
ま
し
た
。

六
浦
の
地
名
は
金
沢
区
の
町
名
と
し

て
現
存
し
ま
す
が
以
前
は
久
良
岐
郡

六
浦
荘
村
で
、
古
く
は
鎌
倉

へ
の
海

の
玄
関
口
と
し
て
、
又
風
光
明
眉
な

海
岸
に
、
遊
人
墨
客
も
多
く
訪
ね
た

そ
う
で
す
。

小
冊
子
の

『六
浦
』
の
章
に
は
次



1993年 11月 6日  第 6号玄幽(3)

の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

京
急
金
沢
文
庫
駅
下
車
、
東

へ
四

百
米
ほ
ど
行
く
と

『六
浦
』
の
謡
跡

称
名
寺

（金
沢
弥
勒
寺
）
が
あ
る
。

入
回
の
総
門
は
カ
ヤ
ブ
キ
で
物
さ
び

た
趣
き
が
あ
り
本
堂
ま
で
は
池
を
こ

え
て
か
な
り
隔
た

っ
て
い
て
こ
の
寺

の
規
模
が
大
き
か

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
…
…
。
北
条
義
時
の
孫
実
時
の

創
建
で
本
尊
は
弥
勒
菩
薩
木
像
で
運

慶
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。
境
内
に

あ
る
金
沢
文
庫
は
稀
書

・
珍
書

・
良

書
を
集
蔵
し
古
来
有
名
で
あ
る
。

謡
曲

『六
浦
』
の
主
題
と
な

っ
た

楓
は
本
堂
に
向

っ
て
左
の
池
の
端
に

あ
り
謡
曲
に
用
い
ら
れ
た
冷
泉
院
為

相
の
歌
の
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

い
か
に
し
て
此

一
本
に
時
雨
け
ん

山
に
先
立

つ
庭
の
楓
葉
　
為
相

為
相
郷
は
藤
原
定
家
の
孫
に
あ
た

り
、
父
為
家
の
没
後
、
和
歌
の
所
領

の
こ
と
で
兄
為
氏
と
争

い
、
そ
れ
を

訴
え
る
た
め
に
母
の
阿
仏
尼
が
鎌
倉

へ
下

っ
た
。
そ
の
時
の
紀
行
文
が
十

六
夜
日
記
で
あ
る
。

池
の
端
の
青
葉
の
楓
は
地
上
三

・

四
尺
の
と
こ
ろ
で
幾
本
か
に
抜
分
れ

し
あ
た
り
を
覆
う
ほ
ど
に
生
い
茂

っ

た
小
葉
も
み
じ
で
あ

っ
た
が
、
今
は

枯
れ
て
切
株

の
み
が
大
き
さ
を
思

わ
せ
て
お
り
、
傍
に
植
え

つ
い
だ

小
さ

い
代
り

の
本
が
植
え
ら
れ
て

い
る
…
…
。

七
月
の
良
く
晴
れ
た
日
に
、
あ
ら

た
め
て
称
名
寺
を
訊
た

て
み
ま
し
た
。

週
日
の
た
め
か
人
も
ま
ば
ら
で
池
の

端
で
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
人
、
文
庫

の
喫
茶
店
で
緑
を
眺
め
な
が
ら
会
話

を
楽
し
む
人
々
な
ど
落
付
い
た
昼
下

り
に
境
内
を
囲
む
筆
捨
山
に
登
り
実

時
の
墓
に
も
詣
で
森
林
浴
を
満
喫
し

て
本
堂
脇
裏
の
葦
が
茂
る
広

い
沼
地

に
降
り
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
網

を
手
に
虫
を
追
う
子
供
達
が
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

金
沢
文
庫
駅
へ
の
帰
路
に
は

『放

下
僧
』
ゆ
か
り
の
瀬
戸
神
社
に
も
お

詣
り
し
て
心
ゆ
く
ま
で
謡
跡
め
ぐ
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

稽
古
場
紹
介

茨
良
岐
教
室

金
春
流

服
部
　
菫
二

平
成
元
年
に

「謡
と
仕
舞
の
教
室
」

が
久
良
岐
能
舞
台
に
開
講
さ
れ
、
我

々
金
春
流
も
回
を
重
ね
る
こ
と
五
年

と
な
り
ま
し
た
。　
一
方
、
受
講
者
は

過
去
に
謡
、
仕
舞
の
心
得
が
あ

っ
た

人
、
或
は
全
く
無
経
験
の
人
と
千
差

万
別
で
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
ご
多

分
に
も
れ
ず
、
声
の
出
し
方
、
一議
い

方
な
ど
わ
か
ら
ず
、
声
は
上
ず
り
、

か
す
れ
て
く
る
等
、
し
ば
し
ば
で
あ

り
ま
し
た
。
我
々
金
春
流
の
稽
古
に

は
、
新
進
気
鋭
の
守
屋
泰
利
師
の
好

指
導
を
得
て
、
何
と
か
自
分
な
り
に

謡
う
こ
と
が
出
き
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と
は
、　
一
つ
の
進
歩
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
現
在
は
第

一
、
二
回

の
教
室
の
終
了
者
で
誘

い
あ
わ
せ
て
、

初
め
て
謡
を
習
い
だ
し
た
曲
、
六
浦

に
ち
な
ん
で

「む

つ
ら
の
会
」
と
し

て
毎
月
３
回
稽
古
を

つ
け
て
頂

い
て

い
る
次
第
で
す
が
、
こ
れ
も
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
の
故
か
、
又
、
人
は
環

境
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
と
言
う
か
、

我
々
の
稽
古
場
、
久
良
岐
能
舞
台
は
、

三
方
丘
に
囲
ま
れ
、　
一
歩
門
を
く
ぐ

る
と
、
四
季
折
々
の
草
木
が
み
ら
れ
、

春
は
梅
の
花
、
山
吹
の
花
か
ら
始
ま

り
、
秋
の
紅
葉
等
我
々
の
心
を
何
と

な
く
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
謡
に
も

四
季
が
あ
る
よ
う
に
、
能
舞
台
の
周

囲
も
四
季
が
あ
り
、
池
の
野
鴨
も
、

時
折
事
務
所
に
入
り
込
ん
で
来
て
餌

を
ね
だ
る
と
か
、　
一
方
稽
古
場
に
入

る
と
、
前
面
舞
台
に
は
高
名
な
画
家

平
福
百
穂
画
伯
が
描
か
れ
た
鏡
板
が

あ
り
、
橋
掛
り
を
透
し
て
、
裏
の
竹

林
の
眺
め
も
雅
趣
に
富
ん
だ
も
の
で

す
。
こ
の
様
な
環
境
の
中
で
、
雑
事

を
離
れた
稽
古
に専
念
でき
る
のも

む
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
年
七
月
に
は
、
久
良
岐
能
舞
台

主
催
の

「金
春
流
謡
曲
と
仕
舞
の
集

い
」
や
年

一
回
催
さ
れ
る
五
流
合
同

横
浜
謡
曲
大
会
等
で
は
、
素
謡
、
連

吟
、
仕
舞
な
ど
、
日
頃
の
成
果
を
発

表
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
今
年

と
、
そ
の
成
果
は
割
目
す
べ
き
も
の

が
あ
り
ま
す
。
謡
を
習
い
始
め
て
は

や
五
年
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
つ

い
て
み
る
と
、
何
か
し
ら
人
間
の
情

念
が
感
じ
ら
れ
る
思

い
が
し
ま
す
が
、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
熊
野
の
母
に
対
す
る
思
い
、
通

小
町
に
お
け
る
深
草
の
少
将
と
、
小

野
の
小
町
、
お
互
い
の
情
念
等
々
で

あ
る
が
、
や
は
り
自
分
自
身
で
そ
れ

ぞ
れ
の
曲
に
あ
る
、
シ
テ
の
思
い
心

を
素
直
に
謡

い
込
め
ら
れ
た
ら
と
思

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

素
朴
な
能
舞
台

宝
生
流

秋
山
　
　
尚

私
が
故
高
橋
徳
之
先
生
に
入
門
し

た
の
は
昭
和
三
十
年
で
、
約
二
十
年

強
お
稽
古
を
し
て
頂
い
た
。
徳
之
先

生
は
当
流
の
大
先
達
松
本
長
先
生
の

直
弟
子
で
あ
り
、
長
節
を
厳
し
く
も

温
い
慈
愛
に
満
ち
た
ご
指
導
を
賜

っ

た
果
報
者
で
あ
り
ま
す
。
徳
之
先
生

に
は
東
京
、
仙
台
、
福
島
そ
の
他
で

約
三
百
名
の
直
弟
子
が
お
ら
れ
、
同

門
会
と
し
て

「之
宝
会
」
の
名
称
で

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
小
生
も
若

輩
な
が
ら
昭
和
四
十
年
早
々
よ
り
同

門
会
幹
事
を
仰
付
け
ら
れ
、
若
さ
と

行
動
力
だ
け
で
勤
め
て
参
り
ま
し
た
。

或
時
、
恒
例
の
同
門
全
国
大
会
を

福
島
県
石
川
支
部
で
開
催
し
た
い
の

で
準
備
す
る
様
に
と
の
ご
下
命
が
あ

り
ま
し
た
。
石
川
支
部
は
福
島
県
中

央
部

（現
福
島
空
港
隣
接
）
に
位
置

し
、
歴
史
的
に
も
風
格
の
あ
る
落
着

い
た
小
さ
な
町
で
あ
り
ま
す
。
会
員

は
女
性
丈
で
あ
り
勿
論
能
舞
台
な
ど

あ
る
筈
も
な
く
大
変
に
戸
惑

い
、
思

案
に
暮
れ
ま
し
た
。
然
し
先
生
の
熱

心
さ
に
う
た
れ
、
地
元
会
員
の
方
々

と
相
談
の
結
果
同
町
の
中
学
校
講
堂

を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
の
講
堂
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
に
能
舞
台
を
設
置
す
る
わ
け
で
、

素
人
の
我
々
に
は
至
難
な
技
で
あ
り

小
生
も
急
ぎ
参
考
文
献
等
で
俄
か
勉

強
を
始
め
、
地
元
会
員
と
近
接
支
部

▲称 名

連吟「竹生島」むつらの会
平成 5年 五流合同謡曲大会
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の
協
力
の
も
と
舞
台
作
り
を
開
始
し

た
。
鏡
板
に
は
立
派
な
松
の
絵
が
描

れ
た
幕
を
借
出
し
、
日
付
柱
や
橋
掛

り
の
欄
干
等
は
地
元
の
大
工
さ
ん
に

依
頼
し
、
更
に

一
の
松
、
二
の
松
、

三
の
松
は
近
辺
の
山
よ
り
松
の
本
を

切
り
出
し
据
え
る
事
に
よ
り
何
ん
と

か
舞
台
ら
し
く
整

っ
た
様
で
し
た
。

圧
巻
は

「小
督
」
に
用
い
る
出
し
物

の
小
柴
垣
、
片
折
戸
を
須
賀
川
支
部

に
よ
り
制
作
さ
れ
た
。
水
道
橋
で
使

わ
れ
る
も
の
と
遜
色
な
い
出
来
映
え

で
大
変
感
服
し
た
次
第
で
す
。
又
演

能
に
使
わ
れ
る
面
、
装
東
等
は
貴
重

な
も
の
で
あ
り
、
災
難
が
心
配
で
地

元
旧
家
の
土
蔵
に
保
管
し
て
頂
く
と

か
、
会
が
終
る
ま
で
気
の
休
ま
る
こ

と
は
な
か

っ
た
。
大
会
当
日
は
田
舎

町
で
の
演
能
は
初
め
て
の
も
の
で
あ

り
大
評
判
と
な
り
、
新
聞
、
テ
レ
ビ

で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
又
地
元

の
中
学
生
を
多
数
招
待
し
情
操
教
育

の

一
環
と
し
て
役
立

っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
二
日
間
に
わ
た
る
能
会
も

素
朴
な
舞
台
で
地
元
会
員
の
直
向
き

な
努
力
、
会
員

一
同
が
懸
命
に
務
め

る
姿
は
誠
に
清
々
し
い
も
の
で
あ

っ

た
。
最
近
は
薪
能
を
は
じ
め
華
美
に

流
れ
て
い
る
事
に
比
べ
、
能
楽
の
原

点
に
返

っ
た
思
い
が
し
、
今
に
な

っ

て
も
当
時
の
有
様
が
鮮
明
に
蘇
り
良

き
想

い
出
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

初
心
の
気
持
ち

喜
多
流

渡
辺
　
範
夫

平
成
二
年
九
月
九
日
、
久
良
岐
能

舞
台
は
蝉
時
雨
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。

月
曜
日
ご
と
の
練
習
日
に
因
み
、

月
謡
会
を
名
乗

っ
た
私
達
の
初
舞
台

は

「月
宮
殿
」
で
し
た
。
二
十
代
、

三
十
代
の
若
輩
者
が
、
生
ま
れ
て
初

め
て
の
素
謡
を
人
様
の
前
で
吟
ず
る

の
で
す
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
せ
め

て
格
好
だ
け
で
も
と
紋
付
も
帯
も
袴

も
皆
で

一
緒
に
誂
え
ま
し
た
。
気
持

ち
を

一
つ
に
し
、
と
に
か
く
真

っ
直

ぐ
に
、
大
き
な
声
で
堂
々
と
謡
お
う
。

そ
れ
だ
け
を
念
じ
て
謡

い
ま
し
た
。

―
―
君
の
恵
は
有
難
や
、
君
の
恵
は

有
難
や
…
…
。
一諾
い
終
え
る
と
、
お

腹
が
す
う

っ
と
し
ぼ
ん
で
、
代
わ
り

に
心
地
よ
い
風
が
身
体
の
中
に
入

っ

て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
心

地
よ
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
私
達

謡
の
に
い
に
い
蝉
は

一
夏
の
生
命
と

は
な
ら
ず
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま

す
。伝

統
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
能
や

謡
曲
と
私
達
若
輩
者
と
の
距
離
は
、

よ
ほ
ど
の
幸
運
に
恵
ま
れ
ぬ
限
り
縮

ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達

の
幸
せ
は
、
師
出
雲
康
雅
先
生
を
は

じ
め
、
諸
先
輩
の
方
々
の
あ
た
た
か

い
愛
情
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
対

面
し
、
声
で
も

っ
て
声
を
教
え
導
く

謡
の
稽
古
ほ
ど
、
愛
情
深
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
凛
と
し
た
声

Ｌ

に
導
か
れ
て
、
私
達
は
自
分
の
声
を

聞
き
、
声
を
由
に
揃
え
よ
う
と
稽
古

を
重
ね
ま
す
。
声
が
形
を
成
す
に
至

る
ま
で
の
道
の
り
は
、
厳
し
く
険
し

く
、
ど
こ
ま
で
行

っ
て
も
果
て
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
で
か
く

汗
の
清
々
し
さ
に
、
正
坐
の
脚
の
痛

み
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
学
生
時
代

を
映
画
と
演
劇
に
明
け
暮
れ
、
こ
れ

も
勉
強
と
歌
舞
伎
座
や
国
立
劇
場
に

通

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
伝
統
芸
術
の
煙

っ
た
さ
以
上
の

感
想
を
持
ち
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

謡
を
習
い
は
じ
め
て
、
今
日
に
ま
で

伝
え
る
伝
統
の
懐
深
さ
を
垣
間
見
る

に
つ
れ
、
そ
こ
に
あ
る
の
が
愛
情
の

力
で
あ
る
と
し
き
り
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
幸
せ
に
巡
り
合
わ
せ

て
く
だ
さ

っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
も

っ
と
も

っ
と
稽
古
に
励
み
、
芸
の
道
を
よ
り

深
く
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

連
盟
の
動
き

（平
成
五
年
四
月
～
一
〇
月
）

（連
盟
の
記
録
）

四

。
一
六
　
横
浜
能
楽
連
盟
平
成
五

年
度
総
会
　
開
港
記
念
会
館

五

・
一
一
一　
横
浜
能
楽
連
盟
常
務
理

事
会
　
横
浜
市
役
所

五

・
三
〇
　
横
浜
五
流
合
同
謡
曲
大

〈
資
連
盟
主
催
）

久
良
岐
能
舞
台

六

・
四
　
横
浜
能
楽
堂
建
設
促
進
会

総
会
　
横
浜
商
工
会
議
所

エハ
二

一
一　

横
浜
能
楽
連
盟
常
務
理

事
会
　
横
浜
市
役
所

六

。
二
八
　
横
浜
能
楽
堂
起
工
式

掃
部
山
公
園

七

・
四
　
金
春
流
謡
曲
と
仕
舞
の
集

い
　
久
良
岐
能
舞
台

七

・
二
〇
　
横
浜
能
楽
連
盟
　
常
務

理
事
会

八

・
三
二
　
金
剛
流
謡
曲
と
仕
舞
の

集
い
　
久
良
岐
能
舞
台

八

・
二
六
　
横
浜
能
楽
連
盟
理
事
会

横
浜
市
役
所

九

・
五
　
横
浜
宝
生
流
連
合
大
会

久
良
岐
能
舞
台

九

。
一
二
　
一ュ自多
流
謡
曲
と
仕
舞
の

集

い
　
久
良
岐
能
舞
台

九

・
二
四
　
横
浜
能
楽
連
盟
常
務
理

事
会
　
横
浜
市
役
所

一
〇

・
一
一
　

」ヽ
う
な
ん
文
化
国
際

交
流
協
会
主
催
　
久
良
岐
国
際
交

流
の
集

い

（梅
若
会
参
加
）

一
〇

・
三
二
　
横
浜
能
楽
連
盟
理
事

〈
バ
　
横
浜
市
役
所

一
〇

・
三
〇
　
観
世
流
謡
曲
と
仕
舞

の
集

い
　
久
良
岐
能
舞
台

一
一
・
〓
一　
富
久
謡
会

（観
世
）
秋

の
会
　
川
崎
能
楽
堂

一
一
二

一
一　

春
己
会

（金
春
）
大

〈
ム
　
久
良
岐
能
舞
台

し

各
流

。
主
な
活
動
予
定

（平
成
五
年
十

一
月
以
降
）

一
一
・
二
八
　
海
謡
会
大
会
　
久
良

岐
能
舞
台

一
二

・
一
九
　
宝
生
流
教
授
嘱
託
会

県
支
部
大
会
　
久
良
岐
能
舞
台

（平
成
六
年
度
）

一
一
生
ハ
　
横
浜
金
剛
会
　
久
良
岐
能

舞
台

一
Ｔ

一
一
一　
宝
生
流
謡
曲
と
仕
舞
の

集

い
　
久
良
岐
能
舞
台

二

・
二
〇
　
第
二
回
環
能
会

（文
化

振
興
財
団
主
催
）
港
北
公
会
堂

三

・
五
　
磯
子
芸
術
文
化
祭

（観
世

・
梅
若

・
宝
生

・
金
剛
各
流
参
加
）

久
良
岐
能
舞
台

〓
丁

一
〓
一　
観
世
流
梅
若
会
謡
曲
と

仕
舞
の
集

い
　
久
良
岐
能
舞
台

五

・
二
九
　
第

一
〇
回
五
流
合
同
謡

曲
大
会
　
久
良
岐
能
舞
台

あ

と

が

き

各
流
の
御
協
力
で
原
稿
が
よ
く
集

り
、
今
号
も
掲
載
出
来
な
か

っ
た
名

文
が
い
く
つ
も
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
む
を
え
ず

一
流

一
文
に
な

っ
た

こ
と
を
御
了
承
下
さ
い
。

（Ｔ

，
Ｓ
）


